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共同研究チーム
　　下線は代表機関、
　　○は県内機関、
　　＊は中小企業者

研究プロジェクトの概要
研究
期間

1

バイオマーカー測
定用携帯型高感
度ELISA分析機の
開発

○＊(株)兵庫分析セン
ター（姫路市）
○兵庫県立大学
○兵庫県立工業技術セ
ンター

　 近年、新型感染症の出現や食品の農薬汚染など、
その場で迅速な分析と判断が求められる問題が顕在
化し、また、高齢者の増加に伴い、在宅での健康モ
ニタリングの要望も強くなっている。
   そこで本研究では、独自で開発した積層型マイクロ
リアクターに酵素免疫吸着測定法を適用し、健康や
疾病に関わるバイオマーカー測定用の小型高感度
分析機の開発を実施するとともに、その心臓部にあた
るマイクロフィルターの安価作製法を開発する。

26～
27

年度

2

腹腔鏡下肝切除
術における肝十二
指腸間膜の血流を
間欠的に遮断する
把持器具（クラン
パー）の開発

○＊(株)湊川金属テスト
ピース製作所（神戸市
兵庫区）
○＊(株)神戸工業試験
場（神戸市兵庫区）
慶応義塾大学

　 現在、多くの開腹手術が、より低侵襲な腹腔鏡下
での手術に移行しつつある。
   本研究では、肝切除における最も重要かつ克服す
べき課題である、肝臓の出血コントロールを解決する
ため、腹腔鏡下で使用する「肝十二指腸間膜の血流
を間欠的に遮断する把持器具（クランパー）」を開発
する。事業期間内に、簡易モデルでの止血実験を経
て、ミニブタによる動物実験までを実施する。併せて、
試作品の製造設備を開発・改良する。

26～
27

年度

3

だれでも簡単に脳
波計測が可能な汎
用型脳波計測シス
テム用ヘッドギアの
開発

○＊(株)澤村義肢製作
所（神戸市兵庫区）
○（独）情報通信研究
機構

    現在、脳波は、てんかんの検査等の限られた目的
にのみ使用されている。しかし、脳科学の進展によ
り、リハビリテーションやリアルタイム健康モニタリング
等に脳波を利用したいというニーズが生じている。し
かし、既存の脳波計は専門技術者しか利用出来ない
という問題がある。
   そこで本研究では、誰でも簡単に測れる脳波計測
システムを確立するために誰の頭にもフィットする脳
波用ヘッドギアの開発を行う。

26年
度

4

誘電泳動遺伝子
検出チップを用い
た迅速で簡便なオ
ン・サイト遺伝子検
査システムの開発

○＊Ｂｉｏｃｏｓｍ(株)（尼
崎市）
九州大学大学院
○（一財）近畿高エネル
ギー加工技術研究所

   医療費の増大対策として、治療から予防、さらに先
端医療への医療のシフトが推進されており、そこで個
別化医療や感染症の早期診断が求められている。
    このニーズに応えるために、Ｂｉｏｃｏｓｍ(株)の保有
する遺伝子抽出・増幅技術と九州大学の誘電泳動イ
ンピーダンス計測法を融合することで、熟練技術が不
要で全工程が３０分以内の、オン・サイト（その場）で
使用することができる高感度な遺伝子検出システムを
開発する。

26年
度

5

キャビテーションプ
ラズマを用いた新
規高濃度CNT分
散装置の開発

○日本スピンドル製造
(株)（尼崎市）
兵庫県立大学
＊(株)栗田製作所（京
都府綴喜郡）
○＊ (株 )大 日製 作所
（高砂市）
○＊（有）プラス（神戸
市長田区）

   高濃度CNT懸濁液は、リチウムイオン電池用電極
の導電助材、機能性材料への導電性付与や強度向
上のための添加剤として期待されている。CNTの分
解溶媒には環境面から水の利用が検討されている。
しかし、水溶媒中で疎水性のCNTを高濃度に分散で
きる装置は開発されていない。
   本研究では、キャビテーションによる分散技術と液
中プラズマによる親水化技術を融合した分散装置を
開発し、水溶媒中での高濃度CNT懸濁液を作製す
る。

26年
度

6

小型電動車両に向
けた蓄電池の小型
軽量化および長寿
命化技術の開発

○(公財)新産業創造研
究機構
立命館大学
○＊新生電子(株)（神
戸市中央区）
○神戸市立工業高等
専門学校

   小型電動車両の電源として、大型鉛蓄電池に替え
て、民生用小型リチウムイオン電池からなる組電池を
用いることで、コストの１／２化を図る。また、リチウムイ
オン電池の課題であった長寿命化、高信頼性化のた
めに、組電池内の蓄電池の劣化状態を把握した上で
充放電状態を常時計測し、最適な充放電制御を行う
技術を開発する。さらに高速充電と低電費化を実現
する充電技術を開発する。

26～
27

年度
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